２　婦人会活動
婦人会組織の変遷

　第2次世界大戦が始まると、わが国の婦人会は「大日本連合婦人会」として、文部省の指導のもとに全国的に一本化された。その一方では内務省厚生省所管の「愛国婦人会」が現存し、陸・海軍省の指導による「大日本国防婦人会」がつくられていった。このため対象となる婦人は二重に籍を置くものもあり、その活動も重複したり対立するなどしたために、昭和17年2月にはこれらを統合して「大日本婦人会」が結成されたのである。

　元来、婦徳養成を目的としていたが、戦局が日増しに重大化していくにつれ、国防体制に即応出来るようにと国防思想の普及徹底、軍人援護、職域奉公・隣保援助など奉仕的性格を強くするようになり、銃後の守りの中心団体となって活動していくようになった。太平洋戦争のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぼっぱつ),勃発)するに及んで、「国防婦人会」が発足、すべての婦人が国防思想のもとに会員となり、活動は活発であった。戦勝祈願のための神社巡拝や出征兵士の見送りなども積極的に行った。

　昭和20年8月、終戦の混乱の中で、婦人会組織は、戦時色をぬぐい去った新しい姿のものが、全国的に生まれて行く。

　翌年1月に、国際連合第1回総会で婦人の地位委員会が開かれ、婦人の地位向上の高まりの中で、同年3月には婦人民主クラブ結成、4月には新選挙法による総選挙によって、婦人議員39名が当選するなど、婦人会の組織化を助けるものとなった。

　こうして、自主的な民主団体として婦人会が各地で再出発を図っていったのであるが、鳥取県においては、昭和22年7月「鳥取県婦人団体協議会」が組織され、各市町村婦人会の中心として活動を行っていくようになった。敗戦による混乱の中で、生活物資も非常に乏しく不自由な時代であったにもかかわらず、女性に強いられて来た封建的な重圧が一応取り払われ、民主主義社会へスタートをきるのだという一種の明るさと意気込みがあふれていた。

　当時、鳥取に駐在していた中国軍司令部所属のマーガレット・グロース女史の指導のもとで、婦人団体協議会は民主主義のイロハからの研修が進められた。民主的な団体の組織や運営のあり方、会議の開き方、さらには生活科学や衛生思想の普及などを実践学習していったが、それも軍政司令部と県教育委員会のお膳立てにより、郡市単位に教育の場を設けていくという形がとられていた。組織作りの面で連合体の解体を迫り、小グループ作りを勧めたことは、当時、米国が軍国主義の復活を恐れた世相を如実に物語っているといえる。
　物のない時代であっただけに、ヤミが横行し、それをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぼくめつ),撲滅)する運動や、生活の合理化を目指す台所改善など活動も活発となっていくなかで、昭和25年8月に「鳥取県連合婦人会」が発足、戦後の婦人団体の歩みがさらに充実したものになっていった。（『鳥取県連合婦人会編集『鳥取県婦人会20年の歩み』）

泊村婦人会の歩み

　泊村に婦人会が結成されたのは、昭和3年3月のことで、当時は倉吉婦人会の泊支部として設立され、支部長には渡瀬延があたったが、会員は泊地区の婦人のみであった。
　その後数年経って、他地区の婦人への呼びかけを行い、全地区の婦人が加入して泊村婦人会として独立し、初代会長に吉田千代が就任した。12年のことである。その後、吉田千代は戦時中東伯郡婦人会副会長となるなど、戦中戦後の婦人会活動に大いに貢献したが、昭和24年役を退いた。そのころの婦人会活動運営は、小学校の指導のもとに進められていた。

　会の資金づくりには、芝居やEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(びわ),琵琶)歌をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(う),請)けるなどしていたが、年を経るにつれて会員数も増加し、婦人会組織も次第に確立し安定したものとなり、運営も軌道に乗っていった。

　泊村婦人会は、鳥取県連合婦人会の活動にも参加する一方で、独自の活動も積極的に行った。会の運営費は、会員が山に枝を集めに行き、大八車で売りさばいたり、県本部から調達されたハチミツゲンを各地区の支部ごとで販売するなどしていた。婦人の地位の向上と教養を高め、婦人相互の親睦を深めることを合言葉に、社会、生活、文化、農協婦人部の4部門で活動を進めるようになったのは、昭和30年ごろのことである。

　当時は、村内の婦人のほとんどが婦人会に加入していた。会員数は32年が484名、38年が461名と、村内の約半数の世帯に会員が及んでいた。ちなみに、昭和32年度の会の運営費は30,991円で1人当り年間50円の会費を徴収、その他にハチミツゲンの収益金3,000円余り、緑の羽根の募金の返戻金3,400円というものである。結婚改善のために式服一そろい購入し、共同利用を始めたのもこのころのことである。
　その後、公正な選挙推進のための学習会や、体力つくりを目的としたスポーツ大会も実施されるようになった。

　昭和46年5月、「泊村婦人会だより」第1号を発行。この年は、初めて泊村で東伯郡民体育大会が開催され、踊りや接待などに婦人の協力が得られ、大成功を収めた年である。

　このように、教育文化活動にスポーツ活動に幅広い分野を開拓し学習していった婦人会は、日常生活の中で生じる生活問題解決のために、さまざまな取り組みも進めていった。その中には、昭和45年6月に村議会へ提出した「夏期期間中のごみ収集車配車回数の増加」

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せいがん),請願)や生涯教育、社会教育の重要性をとらえ各種団体の育成と地域活動の発展のために、専任社会教育主事を設置することなど要望している。
　翌年には、北溟中学校に統合され使用しなくなった旧泊中学校家庭科室の建物を、婦人会活動のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きょてん),拠点)となるよう要望、53年には、従来1月15日に実施されていた成人式について、県外就職者や学生が参加しにくいことや、年々華美になっていく点を指摘し、盆の時期に開催することを要望している。この結果、成人式は53年から8月15日に行われるようになった。

　しかし、長い歴史を持つ泊村婦人会も、50年代に入るころから活動の退化現象が見えるようになって来た。このことについては、県内各市町村の婦人会にも通ずる現象である。会員数は、昭和30年代には450名を超えていたものが、52年には260名余りと半減、昭和63年現在では約100名となっている。各支部の中には、本会を脱退する所もあるが、これらの理由を考えてみると、次の事が挙げられる。

　ア　戦前、戦中は「国防婦人会」として、国を守るという必置的義務感のもとに進んでいたが、戦後20数年経過し、民主主義も定着していく中で、婦人会の目指す具体的な目標が見失われていった。
　イ　婦人会活動をするには「暇」が無いと出来ないと言われる程に、婦人会の役員は県・郡婦人連合会に加えて、泊村婦人会の用務に、相当な日数を費やさなくてはならなくなった。また、役員という名のもとに行政や福祉など諸会合にも出席しなければならないなど、自分の仕事が大幅にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぎせい),犠牲)になってしまう。このため、勤めを持つ婦人は役員になることを嫌う風潮が強まり、年ごとに役員選出が大きな問題となった。

　ウ　イに関連して、一般的に自分以外の人が役員になるのなら在籍していても良い、というような消極的な婦人層が増えるなかで、脱退支部が出たこと。

　　前述のような複雑な社会情勢の中で、会員数は減少しているものの、なお、婦人の地位向上と社会への貢献を目標として各種の活動は続けられている。

　最近の活動状況について、60年度の場合を次に記す。

· 年間努力目標

(1) 生活の簡素化

　　　見舞い返しの廃止、冠婚葬祭の簡素化

(2) 婦人会組織の強化

　　　会員、支部の増強

(3) 差別を無くする運動推進

　　　女性の地位向上も含む

(4) 家族の健康管理

(5) 全国的婦人団体運動に協力
○具体的活動

　　　○総務部
　　　　　役員研修会（郡内の歴史、史蹟の勉強会）、婦人団体と共に簡素化運動

　　　○文化部
　　　　　婦人学級（ダンス、郷土の歴史学習、同和教育、調理実習、社会見学）、手芸講習会、青年団との交流

　　　○社会部　　　　

　　　　　国体の花づくりへの協力国体花づくりコンクール優秀賞受賞駅待合室へ座布団寄贈　身障者郡体に接待協力　議会傍聴

　　　○生活部
　　　　　古銭回収　調理実習　チフレ化粧品販売

　　　○体　育　部

　　　　　東伯郡体で貝殻節踊披露　湯茶接待　その他町村行事に協力

　　　○農協婦人部

　　　　　更生布団あっ旋　保存食づくりの講習会

　　　○新聞広報部

　　　　　会報「はまなす」発行　会員への情報提供　会活動の報告等

　　　○婚礼衣裳部

　　　　　婚礼衣裳の貸出

　　　この年、支部は5支部（石脇、泊1･2･5･6）で、会員数は100名である

　　

歴代婦人会長と就任期間（戦後）

	　　(会長)　　　　(期間)

吉田　千代　　昭和 24

石井満寿子　　　　 25～28

三谷　幸枝　　　　 29～34

八木美佐子　　　　 35

吉田　房枝         36～38

渡辺　綾子         39～42
	　　(会長)　　　　(期間)

藤井　絹子　　　　43～44
吉田　早苗　　　　45～54
坂手　愛子　　　　55～57
吉田　早苗　　　　58～60
森　キミエ　　　　61～62
小林　竩子　　　　63～
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